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１１月は、いろいろな学年が校外に出かけ、教室ではできない学習をする機会が多くありました。

子どもたちは、実際に自分の目で見たり、詳しい方のお話を聞いたり、体験したりする中で、新しい

発見をして感動したり、新たな疑問をもったりして学ぶことの楽しさを感じているようでした。校外で
の学習をとおして学んだことを、子どもたちがこれからの様々な学習に生かして自分の力をさらに伸
ばしてくれることを期待しています。また、学校内においても、子どもたちが知りたい、やってみたい、
学びたいと思えるような学習活動が行えるよう、教員も工夫のある授業づくりに努めたいと思いま
す。 

 

東近江大凧会館では、世界中の様々な凧や、とても大きな凧を、目をキラ
キラさせて見ていました。事前に考えておいた絵を描いて、凧作りも体験しま
した。後日、生活科の時間に運動場でできあがった凧を揚げることを子ども
たちは楽しみにしています。おくのの運動公園では、たくさんの秋を見つける

ことができました。見つけた秋を使って、工夫した遊びをつくり、招待した園
児さんに楽しんでもらう予定です。 

 
 

日清食品関西工場では、どのようにしてインスタントラーメンが作られ、私たちのところに届けられ

るのかを工場の方のお話と見学から学びました。様々な機械を使って短い時間でたくさんのインスタ
ントラーメンが作られることに子どもたちはとても驚いていました。マイカップヌード
ルを作って、楽しい時間を過ごすこともできました。湖南市平松にあるウツクシマツ
自生地では、落ち葉掻きを体験しました。ウツクシマツの種が地面に落ちても、落ち
葉があると根付かず、芽が出ないため、人の手で落ち葉を取り除くことが必要だそ
うです。子どもたちは、熊手を手にして交代しながら一生懸命に落ち葉を集め、三
雲小学校区にあるウツクシマツ自生地の保全活動に携わることができました。 
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秋も深まる中、近江富士花緑公園で、やまのこ学習を行いました。森林の中をゆっくりと歩きなが
ら、指導員の方に木や植物について詳しく教えていただき、たくさんの新しい発見をし、森林の大切
さを学びました。また、丸太切り体験や小枝のキーホルダー作りでは、のこぎりや小刀といった道具
を扱う経験ができ、木の香りに包まれ木のぬくもりを感じる時間を過ごすことができました。 

「知ろう・つながろう・みんなのびわ湖！」をテーマに、石部小学校と一緒に「うみのこ」に乗船し、2
日間の学習航海を行いました。大津港から出港し、長浜港に向かい、1日目は長浜の町をウォーク
ラリーして班の友だちとの仲を深めるとともに、長浜の町について詳しく学びました。2日目は３時
間ほどの時間をかけて、７つの学習活動をとおして琵琶湖学習を行いました。どの活動において
も、しっかりと話を聞いたり、一生懸命に観察したり、熱心にわかったことをしおりに書いたりする姿
が見られ、積極的に琵琶湖について学ぼうとしていることが感じられました。石部小学校の友だち
とも親しくなり、様々な場面で協力し、互いを思いやる様子が見られました。帰路につく頃には、「ま
た、石部小学校の人と一緒に何かをしたい。」という声も聞かれました。フローティングスクールで
は、３つの「あ」（あんぜん・あいさつ・あとしまつ）が大切であると学び、２日間意識して過ごしまし

たが、特に、「気持ちのよいあいさつができている」とフローティングスクールの先生に褒めていた
だきました。日頃のあいさつを大切にする習慣が少しずつ身に付いてきたのかなとうれしく感じると
ともに、これからも自然にあいさつをすることを続けていってほしいと思っています。 

 

親子で学びました～PTA親子人権研修会 11月７日（金）～ 
今年度の PTA親子人権研修会は、国スポ・障スポが滋賀県で

開催されたことを機に、パラリンピック選手や障スポに関わられた方
のお話を聴かせていただきました。困難を乗り越えることは、障がい
のあるなしに関わらず大切であることをみんなで共有する機会にな
りました。1・2・3年生児童と保護者の方は、障スポバレーボール
（知的障害）滋賀県代表チームの太田監督と名田コーチのお話を、
4・5・6年生児童と保護者の方は、滋賀
県スポーツ大使で、トライアスロンのパラ
アスリート、宇田秀生選手のお話を聴か
せていただきました。失敗してもやってみ
ることの大切さや、自分で前向きに、ポ
ジティブに考えることの大切さを教わり

ました。 


